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○ ……会報名が変わりました･･･…。
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奇これまで年２回発行されてきました｢振興会ﾆｭーｽ｣は､当会運営面の諸記録(ご報告)や会員消息等を中心母
豊に､平成5年７月の創刊以来前回の第11号まで､皆様のご愛顧を頂戴しながらそれなりの使命を果たしてまいりま忍
豊した｡このほど当会と致しましては､従来の編集姿勢から一歩踏み出し､－国内バスケットボール界各方面のぎ
ぎ色々な声､話題､期待或いは疑問点などもテーマとして逐次採りあげ､懇談会(普及懇談会､編集.広報懇談会）ぎ
ぎを中心に調査検討を重ね､それらの成果を会報に掲げて皆様のご参考に供するとともに､要すれば外部関係先にも母
母アピールしていくこと－を､担当業務の一環として推進することになりました｡常に公正中立､潤滑油的な立母
召場に立ち､ひたすら"バｽｹｯﾄ界のために良かれ"と願うＯＢ、ＯＧとしての素朴な心情を支えとし､気負うこぎ
畳となく歩一歩仕事を進めてまいりたく存じておりますので､何卒よろしくお力添え下さい。 ○

＠

畳このような次第で､従来の｢振興会ﾆｭーｽ｣という会報名は必ずしも新編集内容に相応しいⅡ乎称とはいえなくなり豊
豊ましたので､関係者協議の結果､本12号より会報名を｢バスケットボールプラザ(BASKErBALLPLAzA)」と改め豊
母ることに致しました｡なおこの機会に､紙面も時流に沿ってＢ5版からＡ4版に切り替えますのでご承知願います｡畳
母ご存じのように､「プﾗず(ＰＬＡＺＡ)」とは､"広場"を意味しますので､全国バスケット界の各方面からのぎ
ぎお集りの振興会の仲間たちにとって､新会報が､お互いの友誼､交流､啓発のための良き“ひろぱ"として活用さざ
ぎれていくことを切に願っての呼称(愛称)です｡今後ともよろしくご支援を賜りますようお願い申しあげます。。○
○ ○
○
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韓国のプロバスケット（ＫＢＬ）‘情報
小笠原義昭

韓国では1997年からプロバスケットによるチャンピオンシップの試合が行われてきた。今回

韓国を訪問してKBLの試合を見ることができたので、思いつくままに観戦記と感想などを書い

てみることにした。

○試合はホーム.アンド・アウエイが原則だが、２月４日～６日にかけては韓国の旧正月

なので、１０チーム全部がニュートラルなソウルのオリンピック会場の体育館で６試合を

行った（１日２試合１５時／17時)。観客は１日５千人～６千人の入場者があり、また

多くのバスケット関係者が観戦にきていて（会場の収容人数は１万５千人）羨ましいか

ぎり。

試合方法はＮＢＡ方式の10分コーダー制で、２４秒採用、審判は３人制。

ゲーム内容はスピードがあり、韓国特有の早いパス回しとジャンプパスがうまく、ジ

ャンプシュートからシュートができず外にパスを出しシュートを打つケースが多い。外

からのシュートが非常に多く、特に３ポイントはｌ試合ｌチーム平均15～25本投げ、確

率は15～38％なので３ポイントで平均15～28得点することになる。

ゲーム運びのテンポが良く観客は非常に喜んで見ている。点差がついても面白いゲー

ムが多い。ナイスプレイに対してはチームに関係なく鳴り物入りで盛大な声援を送り、

また悪いプレイに対しては厳しいブーイングで応える。観客がバスケットボールを良く

理解して楽しんで見ているのが印象的で、大変参考になる良いプレイを見て楽しかった。

○KBLの組織の人と話をすることができ、日本のこれからのバスケット界に参考になる貴

重な意見を聞いてきたので述べておきたい。

（１）プロチームの対戦なので観客を大切にしたゲームをする。観客の喜ぶ企画をして、

広報宣伝に力を入れている。（特にスポンサー選び、ゲーム内容のチェック）

（２）韓国の選手の育成を考え（KBLの基本的な考え方)、外人はオンザコート２人であ

るが身長制限をしている。

・１人は205.74cｍ（6feet9inch）以下でなければらない。

・１人は193.04cｍ（6feet4inch）以下でなければならない。

このことによって韓国の大型選手はインサイドでプレイすることが多く、外人を頼

らず自分たちの持てる力を十分に発揮している。

（３）ディスクジョッキー、タレントによる選手紹介、観客へのアピール、ＢＧＭ、チア・

ガールの充実等、NBA並の実力。

ＴＶ中継は毎日行われ、試合終了後のインタビューにもひと工夫されていた。選手、

コーチの後ろに立て看板を用意して行っていた。（スポンサー、KBL）

－１１－
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○審判について（背番号を付けている）

・ＦＩＢＡのルールではなくＮＢＡ的で、特にトラベリングはリズムを大切にしている。

・審判委員長李載徳審判部長ＴＯＭSON

・KBL専属審判員８名その他８名（KBL公認審判員）職業あり。

・各ゲーム審判審査員が２人必ずコートサイドで審判員の採点、チェックをしている。

○KBL設立までの歴史

1993年５月に韓国バスケットボール協会の中に韓国プロバスケット

された。

1995年10月にKBL準備委員会を設立。

1997年１月に組織委員会が設立されKBLが発足。

第１回大会1997年２月１日～５月１日に開催。

第２回大会1997年11月８日～1998年４月１１日に開催。

第３回大会1998年11月８日～1999年４月１６日に開催。

第４回大会1999年11月７日より現在開催中。

2000年３月４日でレギユラーシーズン終幕。

各チーム45試合を終える。（第１節～第５節）

上位６チームによるプレイオフゲーム２月下旬～３月上旬５戦

セミファイナル（準決勝）３月中旬～３月下旬５戦

フアイナル（決勝戦）４月上旬～４月中旬７戦

KBLに関する情報はインターネットで検索可能。

アドレスはhttp//wwwkbLor､kl篇／（ハングル語、一部英語で解説）

トポール委員会が設立冒云刀塾百文_ｌＬ
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日本航空
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世界へご 緒します。

今を心に刻む旅２０００－２００１
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ＪＡＬフリーダ:イヤル

／国雨認予約･案内Ｘ国内総予約･案内、

Ｌ函0,20諾言説1Ｖ画0,20諾言弓研ノ
電貼祷号をよくお確かめのうえ､おかけください。
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○チームについて

ｌチームの登録人数は14名、ゲームのメンバーは12名。

１チーム全体の年俸額の上限を決めている。

選手獲得にはドラフト制を採用。

○KBL専属審判員について

１０ヶ月はKBLに拘束されている。

ニング等。レギュラーシーズン、プレーオフの審判｡ルール判定の研究会､体力のトレー

(900円）

(600円）

(260円）

(130円）

○入場料土、日 州
牲
禅
伸

9000won

6000won

2600won

l300won

(振興会副理事長）
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Panasonuc Ｗｅａｒｅｍｏｒｅｔｈａｎａｓｐｏｎｓｏｒ，
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OfficiaIPartner

ofthe2000

01ympicGames

○チームの紹介

レギユラーシーズンの順位（第４回1999年11月～2000年３月）

１位大田市現代電子

２位清州市ＳＫ（携帯電話）

３位水原市三星電子

４位原州市NARＥ三宝（携帯電話）

５位SEOUL市安養SBSソウル民間放送局

６位釜山市起亜自動車

７位昌原市ＬＧ金星電子その他

８位大邸市東洋製菓

９位光州市NASAN物産（百貨店他）

１０位仁川市新世紀大字自動車

号琵諏

111境を越えて､世界をひとつにつなぐオリンヒック

ハナソニックは､１９８８年のソウル大会以来、

雌新のテクノロジーを辿じて､オリンヒリクに協院

そして２０００年のシドニー大会も、

ハナソニックの放送システムが公式機器として柵鮒します

オリンピックの感動をおh附けするために…

仏たちはもう姓り始めています
ｂ茂塁式並迩昼睡に歴凧錠憲【ＤＶＣＰＲＯ］

あなたとともに蝦かな未来へ松下電器

Q父，
ＴＴＱ。

パナソニックは､シドニーオリンピックに

デジタル技術で参加します。

－１３－



バスケットボール日本リーグ

セミファイナル沖縄大会を終えて
和仁屋松輝

第33回バスケットボール日本リーグ男子セミフアイナル沖縄大会が、３月11日(土)、１２日(日)の

２日間、沖縄県那覇市県立武道館アリーナ棟で開催されました。沖縄では、２月・３月の２ヶ

月間で、日照時間が30時間余りという天候不良の続くなか、また、県下全中学校の卒業式（１２

日）や、高校入試（９日、１０日）という、観客動員の心配されるなか、開催された大会であり

ましたが、出場チーム、松下電器（比嘉靖、仲村直人）と、いすず自動車（佐久本智、井上

公男）に、県出身選手４名が参加した関係で、試合自体は２日間とも盛りあがった試合となり

ました。

１日目は、終日小雨の降り続くなか、前座試合に男子高校No.1の北中城高校対カデナハイス

クール（在沖米国高校）の試合を行った後、ｌ試合目のアイシン精機対松下電器が開始され、

県内出身選手がいる松下電器の応援団が圧倒的に多い状況下、アイシン精機の頑張りで大変白

熱した試合が展開されました。特に、終盤における１点を争う一進一退のゲーム展開には観客

も興奮し、バスケットボールのおもしろさを充分に満喫させられたケームとなり、アイシン精

機5９（前半33-29．後半26-29）５８松下電器、とｌ点差でアイシン精機が勝利を得ました。２

試合目も、県出身者のいるいすず自動車と大和証券の対戦で、試合は終始５連覇を狙ういすず

自動車が王者の貫禄を示す流れで展開され、いすず自動車8８（前半45-26．後半43-30）５６大

和証券という結果でいす曾自動車が勝利しました。ただ、後半途中に、大和証券のエリック・

マッカーサー（No.55）が、丁度調子が乗ってきた時にいす､自動車のガード佐古賢一選手と

のトラブルで退場となり、ゲームの盛りあがりを欠いてしまったことは残念でした。

２日目は、前座試合に一般の沖縄選抜対全カデナ（米軍）の対戦を組み、その後リーグ戦の

２試合を行いましたが、２試合とも前日同様の試合展開となり、ｌ試合目はアイシン精機６８

(前半40-31．後半28-36）６７松下電器、でアイシン精機が２日続けてのｌ点差勝ち、２試合

目もいず 自動車8０（前半47-30．後半33-39）６９大和証券、の得点差で、いす哨動車が持

ち味の速攻に冴えを見せて終わりました。

大会２日間を観戦して感じたことは、以前に比べて、外国人選手２名をコートの中に入れた

ことで、たいへんスピードのある激しい試合展開となり、ＮＢＡに近い試合が見られた点は良か

ったと思いますが、点差が開いてコート上が日本人選手だけの試合となったとき、急にわさび

の入らない寿司を食べている感じを受けたのは自分だけだったのかなと思いました。また、小

雨の続くなか、館内は蒸し暑く、選手の汗がコート上に落ちて選手が続々 と転んだり、ポール

が汗で濡れ、タオルで拭くたびにゲームが何回も何回も中断したことは、やむを得ないことと

はいえ、試合の流れに興味を欠くこととなり残念でした。

ともあれ、２日間とも天候不良、県内の他の色々 な行事との重なりもあって、観客動員が大

変心配されましたが、JBL役員のご協力のお陰で、盛りあがった大会となって無事終了できた

ことを関係各位に感謝申し上げたいと思います。（沖縄県バスケットボール協会副会長）
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バスケットボール日本リーグ

セミファイナル観戦記
奥村 竜大

第33回バスケットボール日本リーグセミファイナルが３月１１，１２日の両日、那覇市県立武道

館アリーナで開催された。沖縄大会に参加した松下電器、いすず自動車の両チームには、県出

身者の比嘉、仲村、佐久本、井上の４人がおり、また、前座試合で県高校トップの北中城高校

対嘉手納ハイスクールの試合が組まれたこともあって、たくさんの人たちが会場に足を運び、

盛りあがりのある試合が挙行されたが、同時にまた県民のバスケットボールへの関心の高さも

うかがえた。

試合前のセレモニーでの選手紹介、いすず自動車トレーニングコーチによる派手なパフオー

マンス、観客へのＴシャツやタオルのプレゼント、ハーフタイムのチアガールによる応援など、

試合以外の面も観客へのサービス的な催しとして、とても良いものだったと思う。

試合内容に関しては、各チームのガード陣がしっかりしており、ポールハンドリング、パス

回し、どれをとっても技術の高さがうかがえ、特にセンターを活かす試合運びが目についた。

時折見せたガード陣の３Ｐシュートが効果的で、試合のバランスとしてはとても良かったと思

う。また、外国人枠をフルに活用し、各チームとも高さのあるバスケットを展開し、ディフェ

ンス面でのポジション、リバウンド争い、シュートブロック、オフェンス面でのダンクシュー

トなど、観客を魅了するプレイが多く見られた。その他にもドリブルインされたときのカバー

リングが早かったことと、インターセプト、リバウンドからの速攻など、コート全面を活用し

ての攻めが印象的だった。

大会２日間を通して、いずれの試合も高さを活かしたインサイドでの激しいプレイ、スピー

ド感あふれるトランジシヨンゲームが展開されており、徐々にＮＢＡに近づきつつあるように思

われた。このような素晴しい試合を観戦する機会を与えてくださったJBLの役員、関係者に感

謝申し上げるとともに、これからのJBLの発展を期待したいと思います。

（沖縄県立美里高校女子バスケットボール部顧問）
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ＪＢＬ観戦記

都崎修男

編集部門から観戦記を書けと依頼されましたが、小生の見た試合は東京近辺の試合の一部の

みであり、とても「ＪＢＬ観戦記」などという大それたものにはなりません。１ファンの感想

ということで書かせていただきます。

今年のリーグは、オリンピック予選の影響、怪我人の多発などで有力チームが開幕時につま

ずき波乱が予想されましたが、何とか立て直して、プレイオフには予想された顔触れが大部分

そろい、東芝が３度目の対いすず戦ファイナルを制し優勝しました。東芝の勝利は、卓抜した

チームプレイとそれを可能にするベンチ、選手、応援一体となったチームワークによるものと

いえます。

今年はチームプレイに関してはいくつかの目立ったチームがありましたが、２部からあがっ

たばかりでプレイオフ入りを果たした日立本社もその一つです。プレイオフでは東芝の厳しい

ディフェンスにもう少しのところで敗れ、１回戦突破はできませんでしたが、健闘を称えます。

一方基本技についてはパス、デイフェンスなど甘さが目立ち、リーグ戦開始当初は厳しかった

のが後半崩れて行ったチームもあります。またシュート、特にロングシュートについては、そ

の日によりフォームも一定せず成功率に大きな波のある選手が見受けられ、普段の練習への取

組み姿勢が試合に現れているように思います。さらに根本になる身体能力については、今まで

長身選手が外国人選手に比べ劣っていることは良くいわれてきましたが、見る限りにおいては

長身選手以外でもトレーニング次第ではまだ高められるのではないかとの印象を受ける選手が

多くいます。学生時代から時間をかけてこういった基本を大切にして行く習慣をつけないとレ

ベルアップは難しいというのが率直な感じです。

さて、今年度もリーグ戦終了後休部するチームがありますが、これは不景気による一時的な

現象というより、株主利益の向上が強く経営陣に要請される時代となり、本業以外への支出が

難しくなってきたことによるところが多いと思います。今後企業がスポーツに費用をかけるに

は株主へのアカウンタビリテイ（説明責任）の上からも、福利厚生なのか、広告宣伝なのか、

地域への貢献なのか、プロとして利益を上げるためなのかなど目的を明確にすること、費用と

効果のバランスがとれることが重要になってきていると思います。リーグ運営機構をはじめ関

係機関で真剣にチーム数減少対策を練られていると聞きますが、いずれにしろ企業の資金抜き

ではやって行けぬと思いますので、時代の変化に即応し各企業の参加しやすい環境を整えられ

ることを切に望みます。それにつけても大事なのは、観客、ファンの増加です。この問題は運

営側の努力はもちろん審判、コーチ、個々の選手まで常にわきまえていなければなりません。

そうすれば乱闘騒ぎによる試合放棄などという事態は起こり得ない筈です。

以上勝手なことを書き並べましたが、今後ともリーグの発展を念願してのこととしてご容赦

下さい。（振興会副理事長）

－２３－



ＷＪＢＬ観戦記

黒川敏雄

昨年９月に開幕したＷＪＢＬリーグ戦も、３月８日、シャンソン化粧品の10連覇で長いシ

ーズンの幕を閉じました。試合の内容等はスポーツイベント誌ほかの専門誌に譲り、試合場で

観戦しながら感じたことを若干披露したいと存じます。

先ず第一に感じたのは、専ら東京、神奈川の近郊でのゲームのみですが、曜日に関係なく観

客の少ないこと、特にＷ１に至っては、会社関係の応援もまばらで寂しい限りでした。観客動

員については、当振興会でも話題になっていますし、バスケット界に限らず各種競技団体でも

色々と対策を練っているようですが、絶対的な決め手を見出せないのが現状ではないでしょう

か。

それにしてもこうした寂しい状態の時、更に足を引っ張るようなコーチにあきれました。ゲ

ームの残り時間は１分を切り、得点差も20点以上開いた勝ちゲームで、タイムアウトを要求。

数少い会社関係の応援の人達さえも帰り仕度を始めたところで足止めされ、“おやつ”といっ

た感じ。何の作戦が必要だったのかベンチの声は聞えませんでしたが、勝利の余韻を楽しんで

もいるような笑顔。実は全く同様なケースが２回目だったのです。応援の人も“またか”と絶

句。観客無視も甚だしく誠に残念なことでしたが、このヘッドコーチは日頃ＮＨＫのＮＢＡ放

送の解説者でもあるとか、ＮＢＡでは考えられないことです。

私も５年程前から毎年１ケ月程度アメリカに滞在して、ＮＢＡはじめ大リーグやフットボー

ル等観戦してきましたが、どの競技も観客を非常に大切にし、いわゆるファンサービスが行き

届いておりましたが、これらが観客動員の要因の一つでもあると思われます。日本リーグでも、

選手、スタッフ、運営サイドの皆様で観客に対して少しでも楽しく観戦できる工夫をして欲し

いと思います。

さて見る側に立って考える時、たまたまスポーツプロデューサー杉山茂氏の“観戦眼を鍛え

る責任'，という一文を読み共感を覚えたので一部紹介させて頂きます。外国を転戦してきたあ

る日本選手から、試合場の雰囲気や観客がスポーツの見どころを心得ていて、競技するのが楽

しくなったという発言があった。観客は常にスポーツに身近に接し、それぞれのスポーツ眼を

身につけてエンジョイしている。選手たちの織りなすドラマの小さな仕草にも、ナマで見る楽

しさがあり、それを見つけ出すのは見る側の責任ともいえるのではないでしょうか。

ＷＪＢＬは久しく２強の時代が続いておりますが、それ以外のゲームでも見方によっては

"見る楽しみ”も探し出せます。是非会場でナマのゲームを観戦しバスケットの面白さを探求

して下さい。（振興会監事）

－２４－



幅UzU4バッグエアサスペンション.シリーズ
『

２１世紀へ､最先端の経済効率をご提案します。
輸送に携わる皆さまから絶大な信頼をよせられる､いすぎ4バッグエアサス

ペンション･シリーズ｡荷崩れ･荷傷みの低減と抜群の経済性で､時代の

ニーズにお応えします｡大型トラック･ギガマックス､ギガ･トラクタ､そして中

型クラスにフォワードマックスをラインナップ｡４バッグエアサスペンションの

いす蜜が､最先端の経済効率で､皆さまのお仕事を力強くバックアップします。

○お問い合わせは魁冨りの販売会社または､いお自動車株式会社お審椴相磯室へ｡お書棚相鱗室(弥純ル脇+剛:)○ｲﾝﾀーﾈ釧､からISUZUの摺報が…せ誌BELLCOMh域p:"www・isuzuco｣pﾉ｡Ⅲ
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チャンピオンを目指せ!！
一
一

日本バスケットボール協会検定球

ＭＴＢ６ＷＶＶ(品番）
＠天然皮革③６号球○ワイドチャネル

蕊 JＢＬ
国際バスケットボール連盟

素催同際大会唯一の公式試合球
（ＭＴＢ７ＷＷ）

アジアパスケソトボール連盟

主催大会唯一の公式試合蕊
（ＭＴＢ７ＷＷ）

パスケソトボール日本リーグ機柵

主催大会唯一の公式試合球
（ＭＴＢ７ＷＷ）

パスケソトボール女子日本リーグ挫捌

主催大会唯一の公式試合球
（ＭＴＢ７ＷＷ）

国際バスケットボール連盟公認球
日本バスケットボール協会検定球

ＭＴＢ７ＷＶＶ(品番）
●天然皮革⑤７号球。ワイドチャネル

本大会試合球




